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プロフィール記事の書き方 
 
 
1. プロフィール記事の目的 
 
	
 自分のことを濃く深く知ってもらうことでファンにすること 
   
	
 キーワード 

u 理念を語る 
u 憧れと共感 
u 「この人の情報を読んでみたい」 

 
 
2. 最重要事項 

 
以下の要素をプロフィール記事に織り込む。 
 
☑記事の最初に興味づけをする（記事を読むメリットを伝える） 
 
☑理念を具体的に語る。このブログを読むとどうなるのか？ 
 
☑旧世界→新世界への移動を、物語形式で書く 
 
	
 具体的に、細部にこだわってかく（リアリティが大事） 
 
	
  旧世界・・つらかったこと、ダメダメエピソード、コンプレックス 
	
 	
 	
 	
 	
 	
  →読み手にとっての共感、希望、再現性につながる 
 
	
  新世界・・理想の未来、憧れ 
	
 	
 	
 	
 	
 	
  →自分の情報を読む理由づけをする 
 
☑常識破壊の要素を入れる 
 
☑どうして情報発信をしているのか？	
 →メルマガへ誘導 
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3. 構成（テンプレート例） 
 

 
	
 参考記事：https://rcvs1234.com/author-profile/ 
 
 
 
4. よくある NGケース 

 
 
①	
 抽象的なビッグワードばかりで具体性がない 

 
→イメージが湧かないのでつまらない、リアリティがなく信じられない 

 
	
 ②自分の魅力が下がること、読者にとってメリットのないことを書く 

 
たとえば、 
 

	
 【OKケース①】 
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 不登校、いじめられていた、童貞、病気、コンプレックスなど 
 
	
   →同じシチュエーションの読者が共感する、相手にとっての希望に 
      なる、再現性が上がる過去の経験は書いて OK。 
 
 
	
 【NGケース①】 
 
	
 	
 単純に自分がワガママだった、協調性がなかった、反抗的だった、 
    人に迷惑をかけていた、嫌だから義務を果たさなかった…etc. 
 
    →読者にとってメリットがない上、共感もされない。 
	
 	
 	
 人間性に魅力を感じるどころか不信感を持たれる原因になる。 
 

 
【OKケース②】 
 

	
  	
 向上心があって努力家である前提のわがまま 
 
	
     →「自分の夢を叶えるために死ぬほど努力する」のは 
	
 	
      魅力的なキャラクターとして映る 
 
	
  
	
  【NGケース②】 
     
     向上心や努力がない、自己中心的なわがまま 
	
 	
 （納得できないことはやりたくない、という理由で義務を果たさない、 
      人に迷惑をかける、など） 
 
	
 	
 	
 → 人間性を疑われることは書かない 
 

 
【OKケース③】 
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 過去からの成長ストーリーであることが明確 
     （昔は努力ができなかったけど、今は面白くなってできるようになった） 
 
	
 	
 	
 → 成長ストーリーであれば、過去ダメだったことも魅力になる 
 
 
【NGケース③】 

 
      成長ストーリーでもない単なるワガママやダメエピソード 
 
     	
  →読者にとってメリットがなく、むしろ著者の魅力が落ちる 
 
	
  
	
 	
 ③ 伝えたいことが不明確 
 
    たとえば子供の頃のエピソードを語ることによって、 
    読者にどう思って欲しいのか？目的が不明確。 
 
	
 	
 その書いた結果、ダラダラと間延びした文章になる。 
	
 	
 読み手にとって意味のない無駄な情報ばかりになり、 
	
 	
 伝えるべきことが伝わらないケース。 
 
 
	
 	
 →過去のエピソードを書く際も、エピソードごとの 
	
 	
 	
 目的・メインメッセージを明確にしてから書くべし。 


